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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。
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用途地域 / 指定容積率 / 指定建蔽率 商業地域 / 513%（500%、600%）/ 80%

地域地区等 防火地域・50m高度地区

計画手法 再開発等促進区を定める地区計画

事業手法 第一種市街地再開発事業（組合施行）

事業区域 約2.0ha
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・解体着工に更新

・新築竣工を追加
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Ⅰ．計画概要
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

Ⅰ．計画概要

■ 貢献整備内容

１．飯田橋駅周辺エリアの交通利便性向上や地域環境改善に資する都市基盤の整備

・飯田橋駅周辺における都市基盤施設の整備への協力

・地下、地上、デッキをつなぐ立体広場の整備

・デッキ・地上の歩行者ネットワーク整備 ・地域広場の整備

２．地域の交流拠点形成に向けた都市機能の導入

・宿泊施設の整備

・地域医療機能の更新への協力

３．環境負荷低減と防災対応力強化

・環境負荷低減に向けた取組

・地域の防災対応力強化に向けた取組

計画容積率 1,050％

敷地面積 約14,700㎡

延床面積 約208,000㎡

最高建物高さ A棟・B棟：約180m、C棟：約50m

主要用途 事務所、店舗、住宅、ホテル、駐車場等

C棟

地域広場

JCHO東京新宿
メディカルセンター

本館

津久戸小学校

N

飯田橋交差点

50 100m0

〈平面イメージ〉

JR飯田橋駅

メトロ出口
(C1)

メトロ出口
(B1)

筑土
八幡神社

周辺地域の回遊性を
高める歩行者空間の拡充

デッキネットワークの形成

東口の立体広場の整備

飯田橋駅周辺における
都市基盤施設の整備への協力

地区内地上レベル

地区内デッキレベル

当地区で整備・強化するネットワーク

地区外デッキレベル

既存の周辺ネットワーク

地区外地上レベル

地区外地上レベル

周辺道路の無電柱化

地域の交流空間となる広場の整備

B棟
（住宅棟）

A棟
（業務棟）

立体広場

都営大江戸線との接続※

新設出入口
（EV）

飯田橋駅周辺基盤整備計画に
記載された歩行者デッキ等

〈断面構成・導入用途イメージ〉

〈計画諸元〉

（X-X’断面イメージ）

駐車場等

大江戸線との接続※ ▼B3FL

立体広場

EV等
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宿泊施設

事務所

会議室等

病院関連機能

機械室
デッレキベル
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１FL▼ 地域広場事務所

住宅

C棟
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C棟 X’

X
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〈大久保通り沿い断面イメージ〉
A棟B棟

JCHO東京新宿
メディカルセンター本館

西側道路放射
第25号線

地域広場

都営大江戸線

歩行者デッキ

目白通り

新設出入口※

地上レベル動線

立体広場

デッキレベル動線

※都営大江戸線については、接続する方針で詳細調整中です。

※都営大江戸線については、接続する方針で詳細調整中です。

※都営大江戸線については、接続する方針で詳細調整中です。
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

Ⅱ．計画地周辺の現状と課題

JCHO(本館)

JCHO(別館)

津久戸小学校

新小川町

①

②

③

未満

～6m

～9ｍ

～20ｍ

計画地

文京区

新宿区

千代田区

計画地

1）ー①
幹線道路の交差点に
横断歩道がないため、

街区間横断には
歩道橋での横断が必須

飯田橋横断歩道橋

１）ー③
横断歩道橋のEVは駅側
のみでバリアフリーに

一部未対応

EV

２）ー②
幹線道路の歩道の混雑

飯田橋
プラーノ

飯田橋駅
東地区

飯田橋駅
中央地区

後楽二丁目南地区

EV

EV

課題１）

駅とまち、まちとまちのアクセスがしにくい

• 計画地が面する五差路の飯田橋交差点には一部横断
歩道がないため、目白通り東側の街区との横断には
横断歩道橋の利用が必須となる

• 下宮比町側には地下鉄出入口がないため、地下鉄利
用の場合は幹線道路の横断が必須となる

• 横断歩道橋は通勤時間帯など歩行者交通量に対して
幅員が狭いため快適に通行しにくく、一部エレベー
ターが設置されているものの、新宿区側はバリアフ
リー未対応のため、アクセスがしにくい

課題２）

多様な利用者にとって快適に歩行しにくい
道路空間

• 計画地に面する区道は、小学生の通学や病院利用者の
通院ルートしても利用されるが、歩道がなく歩車分離が
図られていない上に、歩行者用路側帯が狭く、電柱もあ
るため、安全に歩行できる環境となっていない

• 幹線道路（目白通り、大久保通り）は歩道幅員が狭く、
特に歩行者交通量が多い通勤時間帯などは歩きにくい

• 大久保通りはJR飯田橋駅からJCHOメディカルセン
ターへの病院利用者の通行も想定されるが、一部勾配
が急な箇所もあり、歩行者の負担となっている

課題３）

オープンスペースが
少ない

• 駅周辺には、駅利用者
が足を止めて待ち合わ
せをしたり、休憩ができ
る滞留空間が少ない

• 飯田橋駅周辺の中でも
特に新宿区側には地域
の方が交流をしたり、
憩える広場や公園がな
い

課題４）

多様な利用者がまちで快適に滞在する
ための機能が十分ではない

• 新宿区側には車椅子使用者用便房や授乳室な
どが少ない

• 新宿区側には大規模災害に来街者や駅利用者
が一時的に避難できる一時滞在施設が少ない

• 地下鉄連絡通路や横断歩道橋が交錯している
一方で、バリアフリー動線なども限定的なため、
初めて訪れた車いす利用者やベビーカー利用
者にもわかりやすい動線や案内表示が必要

WC

WC

WC

B1

C1

B4b

B4a

東口

A3 A2

A1

C3

C2

A4

B5

WC

WC

授乳室

授室

３）ー①
駅前には滞留空間が

少ない

JR飯田橋駅

飯田橋

交差点

津久戸小学校

JCHO東京新宿
メディカルセンター

本館

外堀通り

新小川公園

ラムラ

1）ー②
下宮比町地区内には
地下鉄出入口がない

２）ー③
駅から病院をつなぐ
動線となるものの

勾配が急な大久保通り

文京区

新宿区

千代田区

計画地

①幹線道路の交差点に
横断歩道がないため、

街区間横断には
歩道橋での横断が必須

飯田橋横断歩道橋

横断歩道橋のEVは一部
のみでバリアフリーに

一部未対応

EV

③幹線道路の歩道の混雑

飯田橋
プラーノ

飯田橋駅
東地区

飯田橋駅
中央地区

後楽二丁目南地区

EV

EV

WC

WC

WC

B1

C1

B4b

B4a

東口

A3 A2

A1

C3

C2

A4

B5

WC

WC

授乳室

授乳室

④駅前には
滞留空間が少ない

②幅員が狭く
歩道のない道路

JR飯田橋駅

飯田橋

交差点

津久戸小学校

JCHO東京新宿
メディカルセンター

本館

外堀通り

新小川公園

ラムラ

下宮比町地区内には
地下鉄出入口がない

③駅から病院をつなぐ
動線となるものの

勾配が急な大久保通り

地下鉄出入口（階段）

地下鉄出入口（エレベーター）

横断歩道橋エレベーター

車椅子使用者用便房

授乳室

通学路

EV

EV

WC

授乳室

EV

②歩行者用路側帯が狭く電柱が残る
特別区道36-850号線

②歩行者用路側帯が狭く電柱が残る
特別区道36-880号線

③歩道が狭く勾配が急な大久保通り

わずかな
歩行者用路側帯

電柱により
さらに狭い

電柱により
さらに狭い

わずかな
歩行者用路側帯

③歩行者で混雑する目白通り

①五差路にかかる飯田橋横断歩道橋

④滞留空間が少ないJR飯田橋駅前

歩行者交通量に対して 
歩道幅員が狭く歩きにくい

幹線道路に横断歩道がないため
横断歩道橋による横断が必須

↓計画地

外堀通り

横断歩道橋
目白通り

駅出入口付近には
足を止めて休める
場所が少ない

歩道が狭い

勾配の急な
坂道
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

Ⅲ．上位計画における位置づけ・方針

飯田橋駅周辺基盤整備計画（第２版）（令和８年７月 飯田橋駅周辺基盤整備推進会議）

新宿区まちづくり長期計画まちづくり戦略プラン（令和５年７月 新宿区）

【ユニバーサルデザインまちづくりの推進】

○誰もが安全で快適に歩行できる空間の整備とともに、飯田橋歩道橋のバリアフリー化
に向けて検討

○各鉄道間の利便性の高い乗換ルートなど、エレベーターの設置などによるバリアフリー
化を図り、誰に対しても快適な歩行環境の確保に努めるとともに、駅周辺における移動
の円滑化、歩行者ネットワークの見直しを検討

【多様な来街者に配慮した空間の形成】

○誰にでも目的地等がわかりやすく移動しやすい都市空間の形成を図る

飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン（令和４年８月 新宿区）

【地区内及び周辺地域との連携による回遊性の強化】

○五差路における、当地区と周辺地域をつなぐ歩道橋の機能更新（バリアフリー化など）

○大久保通りや目白通りなどの歩道と敷地が一体となった、ゆとりある歩行者空間の整備

○敷地内における、道路や空地等を相互につなぐ、ユニバーサルデザインに配慮した歩行者空間の整備

【駅とまちをつなぐ、安全で快適な歩行者空間の整備促進】

○大久保通りや軽子坂などの高低差を解消する、地上・地下・デッキレベルでの歩行者空間の整備

○地上・地下・デッキレベルの歩行者空間を相互につなぐ、ユニバーサルデザインに配慮した、視認性が
高く分かりやすい縦動線（エスカレーター、エレベーターなど）の整備

【ユニバーサルデザインに配慮した、まちの顔となる印象的な滞留空間の整備促進】

○五差路付近や地下鉄出入口周辺などにおける、待ち合わせや憩い・交流の場となる多層に繋がる印
象的な滞留空間の整備

○駅前の滞留空間における、ユニバーサルデザインに配慮した、視認性が高く分かりやすい、地下鉄駅
へつながる縦動線（エスカレーター、エレベーターなど）の整備

【多機能で誰もが使いやすいオープンスペースの整備促進】

○憩いや交流、地域のイベントなど、多目的に利用できる規模を備えた広場の整備

○坂道の途中で休憩などにも利用できる、大小様々な規模の滞留空間の整備

○高低差のある地形を活かした多層に繋がる広場の整備

【建物更新等による防災性の向上】

○震災時の避難や救助活動時の、安全で円滑な交通の確保などに向けた、無電柱化の整備

○帰宅困難者を対象とした一時滞在施設や、地域住民も利用可能な一時滞留スペースの整備

【「駅とまち」のつながりを強化する】

○「JR線から新宿区まで」のアクセ
ス利便の向上及びバリアフリー化
（歩行者デッキ等の整備を検討）

○「地下鉄駅から新宿区まで」のアク
セス利便性の向上及びバリアフ
リー化（地下、地上、歩行者デッキ
等をつなぐ縦動線（階段、EVな
ど）の整備を実施）

○駅とまちをつなぐ“印象的でわか
りやすい”空間の整備（駅周辺のま
ちづくりと合わせた、縦方向の動
線強化）

【「まちとまち」のつながりを強化する】

○駅周辺のまちづくりによる来街者の増加などを見据え、あらゆる歩行者が安心・安全で快
適に移動できる歩行者デッキ等の整備を検討

○医療、福祉、教育、スポーツなどの「暮らしやすさ」 を高める施設や、公園、広場、 神社仏閣
などの地域資源へアクセスする歩行者ネットワークの形成を図る

【まちの顔となる、ゆとりとにぎわいのある広場空間を創出する】

○ゆとりある通行機能及び人々が交流・滞留できる機能を備えた、まちの顔となる広場空間
を整備

【災害時にも安心して避難・滞在できる環境を整備する】

○歩行者デッキ等により、幹線道路や神田川を横断できる避難経路の確保を検討

○目白通り沿いJR高架下の歩行空間の整備などの歩行空間拡充により、駅から避難場所、
病院及び一時滞在施設へのアクセス動線を強化

○駅周辺のまちづくりと連携して、発災時における帰宅困難者のための一時滞在施設や防災
備蓄倉庫などの確保を検討

○駅周辺においても、一時滞留できるスペースを確保
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

Ⅲ．上位計画における位置づけ・方針

ユニバーサルデザインまちづくりガイドライン（平成23年３月 新宿区）
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

Ⅳ．ユニバーサルデザインに配慮した整備方針

整備方針１） 駅とまち、まちとまちの回遊性を高める動線の整備

①幹線道路を横断した駅や街区間の回遊性を高める歩行者デッキ整備への
協力やわかりやすい接続空間   （立体広場）の整備

②地下鉄駅改札(※)～地上～歩行者デッキを接続する、                                   
視認性の高いバリアフリー動線の整備
※都営大江戸線については、 接続する方針で詳細調整中

①歩車分離が図られた安全な歩行者空間を創出するため、区道の歩道整備              
（拡幅整備）や無電柱化整備

②快適で、ゆとりある歩行者空間を確保するため、幹線道路の歩道空間を補完
する民地内歩道状空地の整備

③駅と周辺地区との回遊性を高め、幹線道路沿いの歩行者の混雑を分散させる
地上・デッキレベルの地区内歩行者通路の整備

④大久保通り沿いの高低差を低減する、歩行者デッキから病院方面への                  
デッキレベルの動線の整備

整備方針２） 誰もが安全かつ快適に歩行できる歩行者空間の整備

①歩行者通路に面して多様な利用者が足を止めて休むことのできる地上・デッ
キレベルの滞留空間の整備

②地域住民の憩いや病院利用者のウェルネス空間、まちの賑わい空間となる  
地域広場の整備

整備方針３） 多様な利用者が休み、憩うことのできる
滞留空間・広場空間の整備

①駅や周辺地区からもアクセスしやすい位置における車椅子使用者用便房や
ベビールーム（おむつ替えスペース、授乳室等）の整備

②身体が不自由な方や高齢者、子連れなど様々な帰宅困難者も安全に移動で
きる避難経路の確保と安心して待機できる駅直近の一時滞在施設の整備

③誰にとってもわかりやすく明快な動線計画や案内サイン計画等

整備方針４） 多様な利用者が安心して
過ごすことのできる各種機能の整備

課題１）

駅とまち、まちとまちの
アクセスがしにくい

• 交差点には一部横断歩道がないため、
横断歩道橋の利用が必須

• 下宮比町側には地下鉄出入口がない

• 横断歩道橋は快適に通行しにくく、
新宿区側はバリアフリー未対応

課題２）
多様な利用者にとって
快適に歩行しにくい道路空間

• 計画地に面する区道は、安全な歩行者空間
が確保されていない

• 通勤時間帯の目白通りは、歩道幅員が狭く、
歩きにくい

• 大久保通りは、一部勾配が急な箇所もあり、
歩行者の負担となっている

課題３）

オープンスペースが少ない

• 駅周辺には、滞留空間が少ない

• 新宿区側には広場や公園がない

課題４）
多様な利用者がまちで快適に滞在
するための機能が十分ではない

• 新宿区側には車椅子使用者用便房や
授乳室などが少ない

• 新宿区側には一時滞在施設が少ない

• 初めて訪れた利用者にもわかりやすい
動線や案内表示が必要

【計画地周辺の現状・課題】 【上位計画における位置づけ・方針】 【計画地におけるユニバーサルデザインに配慮した整備方針】

（飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

• 歩道橋の機能更新
• ユニバーサルデザインに配慮した、視認性が高く

分かりやすい、地下鉄駅へつながる縦動線の整備

（飯田橋駅周辺基盤整備計画）

• 「地下鉄駅から新宿区まで」のアクセス利便性の
向上及びバリアフリー化

• 駅とまちをつなぐ“印象的でわかりやすい”空間
の整備

（新宿区まちづくり長期計画まちづくり戦略プラン）

• 誰もが安全で快適に歩行できる空間の整備
• 駅周辺における移動の円滑化、歩行者ネット

ワークの見直し

（飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

• 歩道と敷地が一体となった、ゆとりある歩行者
空間の整備

• 大久保通りなどの高低差を解消する、
地上・地下・デッキレベルでの歩行者空間の整備

（ユニバーサルデザインまちづくりガイドライン）

• 様々な歩行者のために十分な空間を確保し、
ゆったりと歩けるようにする

（飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

• 坂道の途中で休憩などにも利用できる滞留空間
の整備

（飯田橋駅周辺基盤整備計画）

• 人々が交流・滞留できる機能を備えた、まちの顔
となる広場空間を整備

（新宿区まちづくり長期計画まちづくり戦略プラン）

• 誰にでも目的地等がわかりやすく移動しやすい
都市空間の形成を図る

（飯田橋駅周辺基盤整備計画）

• 幹線道路や神田川を横断できる避難経路の確保

（飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

• 帰宅困難者を対象とした一時滞在施設や、地域
住民も利用可能な一時滞留スペースの整備

（ユニバーサルデザインまちづくりガイドライン）

• 公共施設と民間施設の連携により、街を歩くこと
の安心感を高める
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

滞留空間

広場

縦方向の動線

地下鉄出入口の
改良整備

歩行者デッキ等

歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸ

地下鉄連絡通路
（改札外）

地下鉄改札内

今後まちづくりが
想定されるエリア

まちづくりが
完了したエリア

Ⅳ．ユニバーサルデザインに配慮した整備方針

整備方針１） 駅とまち、まちとまちの回遊性を高める動線の整備

①幹線道路を横断した駅や街区間の回遊性を高める歩行者デッキ整備への協力やわかりやすい接続空間（立体広場）の整備

②地下鉄駅改札階（※）～地上～歩行者デッキを接続する、視認性の高いバリアフリー動線の整備

※都営大江戸線については、 接続する方針で詳細調整中

※歩行者デッキの形状、デザイン等については施設管理者等により検討中であり、イメージです。※歩行者デッキの形状、デザイン等については施設管理者等により検討中であり、イメージです。

＜歩行者デッキと接続する計画地の整備イメージ＞＜歩行者デッキと縦動線の整備イメージ＞
※飯田橋駅周辺基盤整備計画（第2版）（令和8年7月）より引用

１）ー①
飯田橋駅や隣接街区と接続する
新たな歩行者デッキ整備への協力

１）ー②
地下鉄駅改札レベル（※）～地上～

歩行者デッキをつなぐ
視認性の高いバリアフリー動線の整備

※都営大江戸線については、 接続する方針で詳細調整中

JR飯田橋
駅

（東口）

歩行者デッキ

バリアフリー動線

一般動線

（想定※１）

A棟

※１：都営大江戸線については、
接続する方針で詳細調整中です。

▽

※展開断面として表現しており、一部実際の計画と異なる場合があります。

＜歩行者デッキとの接続空間（立体広場）やバリアフリー動線のイメージ＞

立体広場
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

EV

ESC

EV

地下鉄連絡（想定）
EV/ESC/階段

新小川町方面

飯田橋駅方面

B棟

A棟

C棟

新小川町・後楽方面

ESC

地上レベル(1F)

EV

広場

50m0 10 20 30

階段

大久保通り

JCHO
東京新宿
メディカル
センター

津久戸
小学校

整備方針２） 誰もが安全かつ快適に歩行できる歩行者空間の整備

Ⅳ．ユニバーサルデザインに配慮した整備方針

①歩車分離が図られた安全な歩行者空間を創出するため、区道の歩道整備（拡幅整備）や無電柱化整備

②快適で、ゆとりある歩行者空間を確保するため、幹線道路の歩道空間を補完する民地内歩道状空地の整備

２）ー①
周辺区道の拡幅整備による歩道
の新設や無電柱化整備による、
ゆとりある歩行者空間の確保

２）ー②
幹線道路沿いの歩道空間を補完する
民地内歩道状空地の整備により、

快適でゆとりある歩行者空間を確保

＜大久保通り沿いの歩道状空地の整備イメージ＞

後楽方面

主なバリアフリー歩行者動線（地上レベル）

既存の歩行者動線（周辺）

バリアフリー縦動線
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

整備方針２） 誰もが安全かつ快適に歩行できる歩行者空間の整備

Ⅳ．ユニバーサルデザインに配慮した整備方針

③駅と周辺地区との回遊性を高め、幹線道路沿いの歩行者の混雑を分散させる地上・デッキレベルの地区内歩行者通路の整備

④大久保通り沿いの高低差を低減する、歩行者デッキから病院方面へのデッキレベルの動線の整備

A棟B棟

JCHO本館

地区西側道路
(TP+9.3)

放射
第25号線

地域広場
(TP+5.0～6.3)

都営大江戸線
(改札階※)

目白通り
(TP+4.3)

歩行者デッキ
(TP+12.7)

バリアフリー動線
（地下鉄連絡EV）

〈大久保通り沿い断面イメージ〉

ESC

バリアフリー動線
（EV 1-３F）

階段

ESCEV

階段

後楽方面

B棟

C棟

飯田橋駅方面

デッキレベル(３F)

A棟

EV

EVESC

吹抜

ESC

吹抜

50m0 10 20 30

EV

階段
B棟

EV

ESC

EV

新小川町方面

飯田橋駅方面

後楽方面

B棟

A棟

C棟

新小川町・後楽方面

ESC

地上レベル(1F)

EV

広場

階段

大久保通り

JCHO
東京新宿
メディカル
センター

津久戸
小学校

２）ー③
周辺地区との回遊性を高める
地上の地区内歩行者通路

２）ー③
幹線道路沿いの歩行者の混雑を分散させる

デッキレベルの地区内歩行者通路

２）ー④
大久保通り沿いの高低差を低減する、

デッキレベルの動線

主なバリアフリー歩行者動線（デッキレベル）

主なバリアフリー歩行者動線（地上レベル）

既存の歩行者動線（周辺）

バリアフリー縦動線

EV
ESC
階段

※都営大江戸線については、接続する方針で
詳細調整中です。

※EV、ESC、階段等の配置は検討段階で
あり、変更の可能性があります。
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

整備方針３） 多様な利用者が休み、憩うことのできる滞留空間・広場空間の整備

Ⅳ．ユニバーサルデザインに配慮した整備方針

JCHO東京新宿
メディカルセンター

本館

津久戸小学校

C棟

50 100m0

N

地域広場

立体広場

飯田橋交差点

①歩行者通路に面して多様な利用者が足を止めて休むことのできる地上・デッキレベルの滞留空間の整備

②地域住民の憩いや病院利用者のウェルネス空間、まちの賑わい空間となる地域広場の整備

３）ー①
駅前の滞留空間

３）ー②
地域の憩い、ウェルネス空間、
賑わい空間となる地域広場

＜地域広場の整備イメージ＞

＜駅前の滞留空間（立体広場）の整備イメージ＞

大久保通りに面して
休憩や憩いの場となる

滞留テラス

ラウンジ

EV

１Fから
１Fへ

ガラスアトリウム

（ESC）

JR飯田橋駅方面

後楽方面

店舗

EV

目
白
通
り

（ESC）

（階段）

B3Fへ

３Fへ

B3Fから

揚場町・JR飯田橋駅方面

筑土八幡町・
JCHO方面

B3Fから

新小川町・後楽方面

店舗 店舗

３Fから

ﾎﾃﾙｴﾝﾄﾗﾝｽ
ホテル

エントランス

店舗

駅前に賑わいを形成する滞留空間

休憩・待ち合わせ場所となる滞留空間

歩行者動線

立体広場

３F

上部ガラスアトリウム

１F

近隣住民のほか、病院利用者や小学生など
多様な利用者の憩い・活動の場となり、
賑わいを創出するイベント等の開催、

災害時の活用等も想定した広場

３）ー①
駅前の滞留空間

歩行者空間に面して歩行者
が休憩ができる滞留空間

B棟
（住宅棟）

A棟
（業務棟）

＜歩行者通路に面して休憩ができる滞留空間イメージ＞

３）ー①
歩行者空間に面した滞留空間

＜計画地内の主要な歩行者通路と滞留空間・広場空間の配置イメージ＞

車いす利用者
追加？

ベンチ等追加？
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

●

●

整備方針４） 多様な利用者が安心して過ごすことのできる各種機能の整備

Ⅳ．ユニバーサルデザインに配慮した整備方針

①駅や周辺地区からもアクセスしやすい位置における車椅子使用者用便房やベビー休憩室（おむつ交換スペース、授乳室等）の整備

②身体が不自由な方や高齢者、子連れなど様々な帰宅困難者も安心して待機できる駅直近の一時滞在施設の整備とそこまで安全に移動できる避難経路
の確保

③誰にとってもわかりやすく明快な動線計画や案内サイン計画等

＜断面イメージ＞

４）ー①
アクセスしやすい位置に
車椅子使用者用便房や
ベビー休憩室等の整備

●

●

●

２F 共用部

３F 店舗・共用部

１F 店舗

歩行者デッキ

一時滞在施設

計画地

一時滞留
スペース

４F オフィスロビー

５F カンファレンス

JR飯田橋駅
（東口）

ホーム階

改札階

地域広場

デッキレベルの民地内歩行者通路
●

●

●

●

東京メトロ
有楽町線・南北線

飯田橋駅・連絡通路

都道周辺地域

都営大江戸線
飯田橋駅（改札階）

●

●

●

●

（地下鉄駅連絡EV）

（歩行者デッキEV）（地区内EV）

（地下鉄駅（東京メトロ）EV）

（A棟低層EV）

立体広場

４）ー②
安全に移動できる

避難経路

４）ー②
多様な利用者が安心して待機
できる一時滞在施設の整備

※：都営大江戸線については、接続する方針で詳細調整中です。
車椅子使用者用便房

ベビー休憩室


